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概要 

小～高を見通した関数領域は、微積分に限定された用語関数が、他領域へ広まり、その考えが

初等・中等教育に浸透する形で日本独自の性格を備えて成立しました。その浸透に際して、用語

関数は教育用語「関数的見方考え方（以下考え）」へと拡張されました。図 1 は、その歴史的変遷

を筆者なりに鳥瞰したものです。微積分早期導入を一つの目的に展開された改良運動では、関数

は分科融合をはかる方策としても注目されました。そこでは広い意味で関数思想（観念）の涵養も

謳われ、それは数学的な考え方強調の源流、関数の考えの強調の起源ともなりました。改良運動

に失敗した米国では、今日なお、算術、代数、基礎解析、幾何、微積などの分科制が残っていま

す。そして、テクノロジー利用時代の今日、米国は関数による融合と関数の考えの育成の重要性

を再認して、過去 10 年、初等教育への関数の考えの浸透に努力しています。関数領域を成立・発

展させた我が国の先人の偉業は画期的と言えます。図 1 は、過去 100 年に及ぶ先人の偉業に感

謝し、「プラス」としてその展開を表しました。現実はそうなっているでしょうか。筆者自身は、関数

が他領域に広まり浸透した結果、逆に関数を導入した当初強調された二つのねらい、融合と考え

育成が不鮮明になったとみています。本論では、まずはじめに、関数に関わる表現の発達研究を

基に関数領域の課題を指摘します。そして、課題解決策として、テクノロジーによる代数・幾何・微

積 ForAll プロジェクトの成果を基に、探究アプローチによる内容・系統の再編と新目標「関数感覚

の育成」を提案します。 
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